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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を反射して表示面に色を表示する画素と、複数の階調のうちいずれか１つの階調を指
定する階調信号に基づいて前記画素を駆動する第１駆動部とを備え、
　前記画素は、各々が光を反射して前記表示面に色を表示する複数のサブ画素で構成され
、
　前記複数のサブ画素の各々は、光を反射する反射面と、前記反射面と前記表示面との間
に配置された液晶層とを備え、
　前記複数のサブ画素は、無着色の無彩色サブ画素と、単一の有彩色の１以上の有彩色サ
ブ画素とを含み、
　前記１以上の有彩色サブ画素は、青色の有彩色サブ画素を含み、
　前記複数の階調の各々には、前記階調に対して、前記無彩色サブ画素の第１階調と、前
記１以上の有彩色サブ画素のうち特定の有彩色サブ画素の第２階調とが予め対応付けられ
、
　前記第１駆動部は、前記無彩色サブ画素に対して、前記階調信号で指定された階調に対
応する前記第１階調に応じた電圧を印加し、前記特定の有彩色サブ画素に対して、前記階
調信号で指定された階調に対応する前記第２階調に応じた電圧を印加し、
　前記複数の階調は、前記第１階調に対する前記第２階調の比が互いに異なる階調を含む
、
　反射型液晶表示装置。
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【請求項２】
　前記１以上の有彩色サブ画素は、赤色の有彩色サブ画素を含む、
　請求項１に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項３】
　前記１以上の有彩色サブ画素は、緑色の有彩色サブ画素を含む、
　請求項１又は２に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項４】
　前記１以上の有彩色サブ画素のうち少なくとも１つの有彩色サブ画素の各々は、その色
のカラーフィルタを備え、
　前記カラーフィルタは、前記液晶層と前記表示面との間に配置され、前記表示面と直交
する方向において前記反射面と重なる、
　請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの有彩色サブ画素の各々において、
　前記反射面は、前記方向において前記カラーフィルタと重ならない部分を有する、
　請求項４に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項６】
　前記特定の有彩色サブ画素は、青色の有彩色サブ画素であり、
　前記複数の階調は、高階調と、前記高階調よりも階調が低く、前記階調信号で指定され
た階調が前記高階調の場合の前記比よりも、前記比が小さくなる低階調を含む、
　請求項１に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項７】
　前記複数の階調は、前記高階調よりも階調が低くなおかつ前記低階調よりも階調が高く
、前記階調信号で指定された階調が前記高階調の場合の前記比よりも、前記比が大きくな
る中階調を含む、
　請求項６に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項８】
　前記特定の有彩色サブ画素は、赤色の有彩色サブ画素であり、
　前記複数の階調は、高階調と、前記高階調よりも階調が低く、前記階調信号で指定され
た階調が前記高階調の場合の前記比よりも、前記比が大きくなる低階調を含む、
　請求項１に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちいずれか１項に記載の反射型液晶表示装置を備えた電子機器。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射型液晶表示装置における色ズレを抑制する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　色ズレとは、表示すべき色と実際の表示色との間で色味（彩度及び色相）が異なる現象
である。従来のモノクローム表示の反射型液晶表示装置では、液晶層などの光学部材の光
学特性の波長分散により、白表示のとき（最高階調である白色を表示すべきとき）に有彩
色が表示されてしまう。白表示のときの色ズレの抑制を目的とした技術としては、偏光板
と液晶層との間に別の液晶層を配置して液晶層の波長分散を打ち消す技術が挙げられる（
特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２３１３０５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この技術では、偏光板や光学フィルムなどの、液晶層以外の光学部材の光学特
性の波長分散については考慮されていない。したがって、最高階調を表示するときの色ズ
レの抑制には不十分である。液晶層以外の光学部材の光学特性の波長分散を打ち消すよう
に別の光学部材を配置することも考えられるが、反射型液晶表示装置の反射率が著しく低
下してしまうから、非現実的である。
　本発明は、上述した事情に鑑みて、反射型液晶表示装置において、最高階調の表示色の
色味のズレを抑制することを解決課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、反射率の制御によって上記の課題を解決する。具体的には、次に述べる反射
型液晶表示装置、反射型液晶表示装置の駆動方法、及び電子機器を提供する。なお、以降
の説明において、「色」は、明度、彩度及び色相で識別される属性を意味し、無彩色を含
む。また、色について「単一」とは、色味が同一であることを意味する。また、「モノク
ローム」は、複数階調の無彩色を意味する。モノクロームにおいて、最高階調の色は白色
であり、最低階調の色は黒色であり、最高階調と最低階調との間の中間調の色は、白色よ
りも暗く黒色よりも明るい灰色である。「モノカラー」は、複数階調の単一の有彩色と黒
色とで構成される複数の色を意味する。モノカラーにおいて、最低階調の色は黒色であり
、他の階調の色は単一の有彩色である。
【０００６】
　本発明の第１の反射型液晶表示装置は、光を反射して表示面に色を表示する画素を備え
、前記画素は、各々が光を反射して前記表示面に色を表示する複数のサブ画素で構成され
、前記複数のサブ画素の各々は、光を反射する反射面と、前記反射面と前記表示面との間
に配置された液晶層とを備え、前記複数のサブ画素は、無着色の無彩色サブ画素と、単一
の有彩色の１以上の有彩色サブ画素とを含み、前記１以上の有彩色サブ画素は、青色の有
彩色サブ画素を含むことを特徴とする。
　第１の反射型液晶表示装置は、いわゆるモノクローム表示の反射型液晶表示装置である
。第１の反射型液晶表示装置では、各サブ画素において、反射面の反射光の一部または全
部が表示面から出射することにより、出射光の色が表示される。無着色の無彩色サブ画素
の表示色としては無彩色が期待されるが、内部の光学部材の光学特性には波長分散がある
から、実際には有彩色となってしまう。例えば、一般的な構造を採る場合、無彩色サブ画
素では、白表示のときに、黄色に近い黄緑色が表示されてしまう。そこで、第１の反射型
液晶表示装置では、１以上の有彩色サブ画素が青色の有彩色サブ画素を含む。青色の有彩
色サブ画素は、青色を表示可能な有彩色サブ画素であり、例えば、内部の光学部材の一部
又は全部が青色で着色された有彩色サブ画素である。つまり、第１の反射型液晶表示装置
は、画素の一部に青色を表示させることができる。したがって、画素の表示色と無彩色と
の色味の相違を、無彩色サブ画素の表示色と無彩色との色味の相違よりも小さくすること
ができる。つまり、第１の反射型液晶表示装置によれば、最高階調の表示色の色味のズレ
を抑制することができる。
【０００７】
　第１の反射型液晶表示装置において、前記１以上の有彩色サブ画素が、赤色の有彩色サ
ブ画素を含むようにするのが好ましい。赤色の有彩色サブ画素は、赤色を表示可能な有彩
色サブ画素であり、例えば、内部の光学部材の一部又は全部が赤色で着色された有彩色サ
ブ画素である。つまり、この態様の反射型液晶表示装置は、画素の一部に、青色のみなら
ず、赤色をも表示させることができる。前述のように、一般的な構造を採る場合には、無
彩色サブ画素の表示色が、黄色ではなく、黄色に近い黄緑色となるから、この態様の反射
型液晶表示装置によれば、最高階調の表示色の色味のズレをさらに抑制することができる
【０００８】
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　さらに、この態様の反射型液晶表示装置において、前記１以上の有彩色サブ画素は、緑
色の有彩色サブ画素を含むようにしてもよい。緑色の有彩色サブ画素は、緑色を表示可能
な有彩色サブ画素であり、例えば、内部の光学部材の一部が緑色で着色された有彩色サブ
画素である。つまり、この態様の反射型液晶表示装置は、画素の一部に、青色、赤色及び
緑色を表示させることができる。したがって、この態様の反射型液晶表示装置によれば、
無彩色サブ画素の表示色が如何なる有彩色であっても、最高階調の表示色の色味のズレを
抑制することができる。
【０００９】
　上記の各反射型液晶表示装置において、前記１以上の有彩色サブ画素のうち少なくとも
１つの有彩色サブ画素の各々は、その色のカラーフィルタを備え、前記カラーフィルタは
、前記液晶層と前記表示面との間に配置され、前記表示面と直交する方向において前記反
射面と重なるようにしてもよい。例えば、青色の有彩色サブ画素が青色のカラーフィルタ
を備えるようにする。なお、カラーフィルタは、特定の波長帯域の透過率が高く、他の波
長帯域の透過率が低い薄膜であり、例えば色素で形成される。
【００１０】
　さらに、この態様の反射型液晶表示装置において、前記少なくとも１つの有彩色サブ画
素の各々において、前記反射面は、前記方向において前記カラーフィルタと重ならない部
分を有するようにしてもよい。つまり、カラーフィルタを備えた有彩色サブ画素において
、反射面の反射光のうち、一部がカラーフィルタを経て表示面に到達するようにし、他の
一部がカラーフィルタを経ずに表示面に到達するようにする。この態様の反射型液晶表示
装置によれば、カラーフィルタを十分に薄くすることが困難であっても、画素の反射率の
低下を抑制することができる。
【００１１】
　ところで、サブ画素の内部の光学部材の光学特性の波長分散は階調に依存する。このた
め、画素の表示色の色味が階調毎に相違する現象、すなわち階調間の色ズレが生じうる。
そこで、上記の各反射型液晶表示装置において、複数の階調のうちいずれか１つの階調を
指定する階調信号に基づいて前記画素を駆動する第１駆動部を備え、前記複数の階調の各
々には、前記無彩色サブ画素に印加される電圧に応じた第１階調と、前記１以上の有彩色
サブ画素のうち特定の有彩色サブ画素に印加される電圧に応じた第２階調とが予め対応付
けられ、前記第１駆動部は、前記無彩色サブ画素に対して、前記階調信号で指定された階
調に対応する前記第１階調に応じた電圧を印加し、前記特定の有彩色サブ画素に対して、
前記階調信号で指定された階調に対応する前記第２階調に応じた電圧を印加し、前記複数
の階調は、前記第１階調に対する前記第２階調の比が互いに異なる２つの階調を含むよう
にすることが好ましい。この態様の反射型液晶表示装置によれば、画素に指定する階調に
基づいて、第１階調に対する第２階調の比、すなわち無彩色サブ画素と特定の有彩色サブ
画素との階調比を異ならせることができるから、階調間の色ズレを抑制することができる
。
【００１２】
　この態様の反射型液晶表示装置において、前記特定の有彩色サブ画素は、青色の有彩色
サブ画素であり、前記２つの階調は低階調及び高階調であり、前記階調信号で指定された
階調が前記低階調の場合の前記比は、前記階調信号で指定された階調が前記高階調の場合
の前記比よりも小さいようにすることが好ましい。一般的な構造では、無彩色サブ画素の
表示色の階調が低くなるほど、無彩色サブ画素の反射光に占める青色光の割合が大きくな
るからである。
【００１３】
　これと同様に、前記特定の有彩色サブ画素は、赤色の有彩色サブ画素であり、前記２つ
の階調は低階調及び高階調であり、前記階調信号で指定された階調が前記低階調の場合の
前記比は、前記階調信号で指定された階調が前記高階調の場合の前記比よりも大きいよう
にすることが好ましい。一般的な構造では、無彩色サブ画素の表示色の階調が低くなるほ
ど、無彩色サブ画素の反射光に占める赤色光の割合が小さくなるからである。
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【００１４】
　本発明の第２の反射型液晶表示装置は、光を反射して表示面に色を表示する画素を備え
、前記画素は、光を反射する反射面と、前記反射面と前記表示面との間に配置された液晶
層と、前記液晶層と前記表示面との間に配置され、可視光の波長帯域のうち特定の波長帯
域に対する透過率が他の波長帯域に対する透過率よりも高い偏光板とを備えることを特徴
とする。
　第２の反射型液晶表示装置では、画素において、反射面の反射光の一部又は全部が液晶
層及び偏光板を透過して表示面から出射することにより、出射光の色が表示される。画素
の内部の光学部材の光学特性には波長分散があるから、一般的な構造を採る場合、画素の
最高階調の表示色は、所期の色と異なる色となる。しかし、第２の反射型液晶表示装置で
は、可視光の波長帯域のうち特定の波長帯域に対する透過率（平均値）が他の波長帯域に
対する透過率（平均値）よりも高い偏光板を透過した光が出射されるから、最高階調の表
示色の色味のズレを抑制することができる。例えば、第２の反射型液晶表示装置をモノク
ローム表示に用いる場合には、青色光の波長帯域を特定の波長帯域としたり、青色光の波
長帯域と赤色光の波長帯域とを特定の波長帯域としたりすることにより、一般的な構造に
おける白表示のときの表示色の色味のズレを抑制することができる。
【００１５】
　本発明の第３の反射型液晶表示装置は、光を反射して表示面に色を表示する画素と、複
数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する階調信号に基づいて前記画素を駆動する第
２駆動部とを備え、前記画素は、各々が光を反射して前記表示面に色を表示する複数のサ
ブ画素で構成され、前記複数のサブ画素の各々は、光を反射する反射面と、前記反射面と
前記表示面との間に配置された液晶層とを備え、前記複数のサブ画素は、第１色の第１サ
ブ画素と、前記第１色とは色味が異なる第２色の第２サブ画素とを含み、前記複数の階調
の各々には、前記第１サブ画素に印加される電圧に応じた第３階調と、前記第２サブ画素
に印加される電圧に応じた第４階調とが予め対応付けられ、前記第２駆動部は、前記複数
のサブ画素の各々に対して、前記階調信号で指定された階調に対応する階調に応じた電圧
を印加し、前記複数の階調は、前記第３階調に対する前記第４階調の比が互いに異なる２
つの階調を含むことを特徴とする。
　第３の反射型液晶表示装置は、いわゆるモノカラー表示の反射型液晶表示装置である。
第３の反射型液晶表示装置では、第１の反射型液晶表示装置と同様に、各サブ画素におい
て、反射面の反射光の一部又は全部が表示面から出射することにより、出射光の色が表示
される。前述のように、サブ画素の内部の光学部材の光学特性は波長分散を持ち、この波
長分散は階調に依存するから、階調間の色ズレが生じうる。しかし、第３の反射型液晶表
示装置によれば、画素に指定される階調に基づいて、第３階調に対する第４階調の比、す
なわち第１サブ画素と第２サブ画素との階調比を異ならせることができるから、階調間の
色ズレを抑制することができる。よって、第３の反射型液晶表示装置によれば、第１色と
第２色とを適宜に定めることにより、最高階調の表示色の色味のズレを抑制することがで
きる。
【００１６】
　本発明の反射型液晶表示装置の駆動方法は、光を反射して表示面に色を表示する画素を
備え、前記画素は、各々が光を反射して前記表示面に色を表示する複数のサブ画素で構成
され、前記複数のサブ画素の各々は、光を反射する反射面と、前記反射面と前記表示面と
の間に配置された液晶層とを備える、反射型液晶表示装置の駆動方法であって、前記複数
のサブ画素の各々について、複数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する階調信号に
基づいて当該サブ画素に指定する階調を決定する決定過程と、決定した階調に応じた電圧
を当該サブ画素に印加する印加過程とを順に実行し、前記決定過程では、前記複数の階調
が、前記複数のサブ画素のうち２つのサブ画素について決定される階調の比が互いに異な
る２つの階調を含むように、階調を決定することを特徴とする。この駆動方法によれば、
第１駆動部又は第２駆動部を備える反射型液晶表示装置と同様の効果が得られる。
【００１７】
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　本発明の電子機器は、上記の各反射型液晶表示装置を備えたものであり、備えた反射型
液晶表示装置と同様の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る反射型液晶表示装置１００の全体構成を示す図であ
る。
【図２】反射型液晶表示装置１００が備える画素Ｐ１の平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ´線、Ｂ－Ｂ´線及びＣ－Ｃ´線断面図である。
【図４】比較例に係る反射型液晶表示装置３００の全体構成を示す図である。
【図５】反射型液晶表示装置３００が備える画素Ｐ３の断面図である。
【図６】画素Ｐ３の反射率の波長分散を階調毎に示す図である。
【図７】画素Ｐ３の表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。
【図８】画素Ｐ１の指定階調と画素Ｐ１を構成するサブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調との
対応関係を示す図である。
【図９】白表示の場合の画素Ｐ１及び画素Ｐ３の表示色の色味を示すｘｙ色度図である。
【図１０】画素Ｐ１及び画素Ｐ３の表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。
【図１１】第１実施形態の変形例１に係る反射型液晶表示装置が備える画素Ｐ４の平面図
である。
【図１２】第１実施形態の変形例２に係る反射型液晶表示装置が備える画素Ｐ５の平面図
である。
【図１３】本発明の第２実施形態に係る反射型液晶表示装置２００の全体構成を示す図で
ある。
【図１４】反射型液晶表示装置２００が備える画素Ｐ２の断面図である。
【図１５】反射型液晶表示装置３００が備える偏光板５６の透過率の波長分散を示す図で
ある。
【図１６】反射型液晶表示装置２００が備える偏光板５８の透過率の波長分散を示す図で
ある。
【図１７】白表示の場合の画素Ｐ２及び画素Ｐ３の反射率の波長分散を示す図である。
【図１８】白表示の場合の画素Ｐ２及び画素Ｐ３の表示色の色味を示すｘｙ色度図である
。
【図１９】反射型液晶表示装置１００又は２００を採用した可搬型のパーソナルコンピュ
ータの構成を示す斜視図である。
【図２０】反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯電話機の構成を示す斜視
図である。
【図２１】反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯情報端末の構成を示す斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
＜Ａ：第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る反射型液晶表示装置（第１の反射型液晶表示装置
）１００の全体構成を示す図である。反射型液晶表示装置１００は、モノクローム表示の
反射型液晶表示装置であり、図１に示されるように、マトリクス状に配列された複数の画
素Ｐ１を備え、これらの画素Ｐ１で構成される表示面１０を有する。画素Ｐ１は、光を反
射して表示面１０に色を表示する。反射型液晶表示装置１００は、総ての画素Ｐ１の表示
色を制御して、図示しない上位装置から供給される画像データＩＭで示される画像を表示
面１０に表示する。
【００２０】
　画素Ｐ１は、３つのサブ画素で構成されている。サブ画素は、光を反射して表示面１０
に色を表示するものであり、後に詳述するが、光を反射する反射電極５２を備える。画素
Ｐ１を構成する３つのサブ画素は、具体的には、無着色のサブ画素Ｗ、青色のサブ画素Ｂ



(7) JP 5421154 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

及び赤色のサブ画素Ｒである。サブ画素Ｂは、青色を表示可能なサブ画素であり、サブ画
素Ｒは、赤色を表示可能なサブ画素である。
【００２１】
　また、反射型液晶表示装置１００は、Ｘ方向に延在する複数の走査線１１と、Ｘ方向に
直交するＹ方向に延在する複数のデータ線１２とを備える。複数の走査線１１の各々と複
数のデータ線１２の各々とは、表示面１０の背後で互いに交差しており、各交差に対応し
て画素Ｐ１が配置されている。データ線１２は、３本のサブデータ線で構成されている。
これらのサブデータ線は、具体的には、サブ画素Ｗの反射電極５２に接続されるサブデー
タ線１２Ｗ、サブ画素Ｂの反射電極５２に接続されるサブデータ線１２Ｂ、及びサブ画素
Ｒの反射電極５２に接続されるサブデータ線１２Ｒである。
【００２２】
　また、反射型液晶表示装置１００は、総ての画素Ｐ１を駆動するドライバＩＣ２０を備
える。ドライバＩＣ２０は、走査線駆動回路２１と、データ線駆動回路（第１駆動部）２
２と、制御回路２３とを有する。制御回路２３は、画像データＩＭに基づいて、走査線駆
動回路２１及びデータ線駆動回路２２を制御する。データ線駆動回路２２の制御では、制
御回路２３からデータ線駆動回路２２へ階調信号ｇが供給される。階調信号ｇは、総ての
画素Ｐ１の各々に指定する階調を示す信号であり、各画素Ｐ１に指定される階調は、最高
階調から最低階調までの複数の階調のうち、いずれか１つの階調である。
【００２３】
　走査線駆動回路２１は、複数の走査線１１を駆動して順次選択する回路であり、選択信
号の供給によって複数の走査線１１を駆動する。選択信号は、一定の期間だけ所定レベル
となる信号であり、選択信号が所定レベルとなる期間が走査線１１間で重ならないように
定められている。
【００２４】
　データ線駆動回路２２は、階調信号ｇに基づいて複数のデータ線１２を駆動することに
より、選択された走査線１１に対応する複数の画素Ｐ１に階調を指定する回路であり、デ
ータ信号の供給によって複数のデータ線１２を駆動する。一つの画素Ｐ１を構成する一つ
のサブ画素に注目すると、データ線駆動回路２２は、階調信号ｇによって当該画素Ｐ１に
指定された階調に基づいて、当該サブ画素に指定する階調を決定する決定過程と、この決
定過程で決定した階調に応じたレベルのデータ信号を、当該画素Ｐ１に対応する走査線１
１が選択されている期間において、当該サブ画素の反射電極５２に接続されたサブデータ
線に供給することにより、決定過程で決定した階調に応じた電圧を当該画素Ｐ１に印加す
る印加過程とを順に実行する。
【００２５】
　図２は、画素Ｐ１の平面図であり、画素Ｐ１を表示面１０側から眺めた場合のものであ
る。図２に示すように、画素Ｐ１は、表示面１０内の一つの矩形領域を占める。この矩形
領域が画素Ｐ１の表示領域である。画素Ｐ１の表示領域を囲む４辺のうち、２辺はＸ方向
に延在し、他の２辺はＹ方向に延在する。画素Ｐ１の表示領域は、Ｘ方向において３つの
矩形領域に等分される。これらの矩形領域のうち、一つがサブ画素Ｗの表示領域であり、
別の一つがサブ画素Ｂの表示領域であり、さらに別の一つがサブ画素Ｒの表示領域である
。画素Ｐ１の表示領域の面積はＳであり、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの表示領域の面積は、共
にＳ／３である。
【００２６】
　サブ画素Ｂの表示領域は、Ｙ方向において２つの矩形領域に分割される。これらの矩形
領域のうち、狭い方が青色部Ｂ１の表示領域であり、広い方が透明部Ｂ２の表示領域であ
る。つまり、サブ画素Ｂは、Ｙ方向において、青色光を反射して青色を表示する青色部Ｂ
１と、光を反射して色を表示する透明部Ｂ２とに分割される。これと同様に、サブ画素Ｒ
は、Ｙ方向において、赤色光を反射して赤色を表示する赤色部Ｒ１と、光を反射して色を
表示する透明部Ｒ２とに分割される。Ｙ方向において、青色部Ｂ１及び赤色部Ｒ１の長さ
は共にＬ１であり、透明部Ｂ２及びＲ２の長さは共にＬ２であり、Ｌ１：Ｌ２＝１：３で
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ある。つまり、青色部Ｂ１及び赤色部Ｒ１の面積は、共にＳ／１２である。
【００２７】
　図３は、図２のＡ－Ａ´線、Ｂ－Ｂ´線及びＣ－Ｃ´線断面図である。図３に示すよう
に、反射型液晶表示装置１００は、アレイ基板５１と、その上に配列された複数の反射電
極５２と、その上に配置された複数の液晶層５３と、その上に配置された透過電極５４と
、その上に配置された対向基板５５と、その上に配置された偏光板５６と、透過電極５４
と対向基板５５との間に配置されたカラーフィルタ５７Ｂ及び５７Ｒとを備える。偏光板
５６の最広面のうち反射電極５２とは反対側の面が表示面１０である。
【００２８】
　各サブ画素において、反射電極５２、液晶層５３及び透過電極５４は、液晶素子を構成
している。つまり、アレイ基板５１上には、サブ画素と同数の液晶素子が配列されている
。なお、液晶層５３はノーマリーブラックの液晶で形成されているが、液晶層５３をノー
マリーホワイトの液晶で形成するようにしてもよい。また、本実施形態では、反射電極５
２が反射面と電極を兼ねているが、反射面と電極を別々の構成、すなわち、反射面を金属
層で形成し、その上に、透明電極を形成する構成としてもよい。また、本実施形態では、
液晶素子の構造として、二つの電極で液晶層を挟んだ構造（縦電界）を採用しているが、
いわゆる横電界の構造、すなわち、反射電極５２の上に絶縁層を介して、櫛歯形状もしく
はスリットを有する形状に透過電極５４を形成する構造を採用してもよい。
【００２９】
　カラーフィルタ５７Ｂは、青色のカラーフィルタであり、具体的には、可視光の波長帯
域のうち、青色光の波長帯域の透過率が高く、他の波長帯域の透過率が低い薄膜である。
カラーフィルタ５７Ｒは、赤色のカラーフィルタであり、具体的には、可視光の波長帯域
のうち、赤色光の波長帯域の透過率が高く、他の波長帯域の透過率が低い薄膜である。カ
ラーフィルタ５７Ｂ及び５７Ｒは、いずれも膜厚が０．５μｍであり、対向基板５５の最
広面のうち反射電極５２側の面に色素で形成される。
【００３０】
　カラーフィルタ５７Ｂ及び５７Ｒ以外の光学部材（反射電極５２や、液晶層５３、透過
電極５４、対向基板５５、偏光板５６、配向膜（図示略）など）の光学特性（反射率や透
過率など）は、一般的な反射型液晶表示装置と同様である。なお、カラーフィルタ５７Ｂ
及び５７Ｒを、対向基板５５の最広面のうち反射電極５２とは反対側の面に形成するよう
にしてもよいし、カラーフィルタ５７Ｂ及び５７Ｒの膜厚を０．５μｍ以外の厚さとして
もよいし、両者の膜厚を互いに異ならせてもよい。
【００３１】
　サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲは、いずれも、アレイ基板５１、透過電極５４、対向基板５５及
び偏光板５６の各々を部分的に含んで構成され、反射電極５２と液晶層５３とを備える。
また、サブ画素Ｗ、透明部Ｂ２及び透明部Ｒ２がカラーフィルタを備えないのに対し、青
色部Ｂ１はカラーフィルタ５７Ｂを備え、赤色部Ｒ１はカラーフィルタ５７Ｒを備える。
サブ画素Ｂの反射電極５２はカラーフィルタ５７Ｂに重なる部分を含み、サブ画素Ｒの反
射電極５２はカラーフィルタ５７Ｒに重なる部分を含む。サブ画素Ｂのうち、表示面１０
に直交するＺ方向においてカラーフィルタ５７Ｂに重なる部分（カラーフィルタ５７Ｂを
含む）が青色部Ｂ１であり、サブ画素Ｒのうち、Ｚ方向においてカラーフィルタ５７Ｒに
重なる部分（カラーフィルタ５７Ｒを含む）が赤色部Ｒ１である。
【００３２】
　サブ画素Ｗ、透明部Ｂ２及び透明部Ｒ２では、液晶素子に遮られない限り、その表示領
域（表示面１０）からの入射光の一部又は全部が、偏光板５６、対向基板５５、透過電極
５４、液晶層５３、反射電極５２を順に透過して反射電極５２に到達し、反射電極５２の
反射光の一部又は全部が、液晶層５３、透過電極５４、対向基板５５、偏光板５６を順に
透過し、表示領域から出射する。この出射光が、サブ画素Ｗ、透明部Ｂ２及び透明部Ｒ２
の反射光である。
【００３３】
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　上述した光路は、青色部Ｂ１でも赤色部Ｒ１でも同様である。ただし、青色部Ｂ１では
、カラーフィルタ５７Ｂを２回通過した光が反射光となり、赤色部Ｒ１では、カラーフィ
ルタ５７Ｒを２回通過した光が反射光となる。したがって、青色部Ｂ１の表示色は青色又
は黒色となり、赤色部Ｒ１の表示色は赤色又は黒色となる。
【００３４】
＜Ａ－１：比較例＞
　ここで、本実施形態と比較する比較例について説明する。
　図４は、比較例に係る反射型液晶表示装置３００の全体構成を示す図である。反射型液
晶表示装置３００は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置であり、画素Ｐ１に代えて
サブ画素を持たない画素Ｐ３を、データ線１２に代えて１本の信号線であるデータ線１３
を、ドライバＩＣ２０に代えてデータ線駆動回路２４を備えたドライバＩＣ３０を備える
。データ線駆動回路２４は、データ線に供給するデータ信号が、階調信号ｇによって画素
Ｐ３に指定された階調に応じたレベルの信号である点で、データ線駆動回路２２と異なる
。
【００３５】
　図５は、画素Ｐ３の断面図である。図５に示すように、画素Ｐ３は、サブ画素Ｗと同様
の構造を有する。つまり、画素Ｐ３は無着色である。したがって、画素Ｐ３の表示色は、
理想的には無彩色となる。しかし、実際には、画素Ｐ３内の光学部材の光学特性の波長分
散により、有彩色が表示されてしまう。例えば、白表示のときに、黄色に近い黄緑色が表
示される。
【００３６】
　図６は、画素Ｐ３の反射率の波長分散を階調毎に示す図である。図６に示すように、画
素Ｐ３の反射率は、入射光の波長に依存する。例えば、赤色光の波長帯域（６２０～７５
０ｎｍ）に対する反射率は、緑色光の波長帯域（４９５～５７０ｎｍ）に対する反射率よ
りも低い。画素Ｐ３の反射率が入射光の波長に依存するのは、画素Ｐ３内の光学部材の光
学特性に波長分散があるからである。
【００３７】
　また、入射光の波長に対する画素Ｐ３の反射率の分布は、画素Ｐ３に指定される階調に
依存する。例えば、指定階調が１００％（最高階調）のときには、青色光の波長領域（４
５０～４９５ｎｍ）に対する反射率が、緑色光及び赤色光の波長帯域に対する反射率より
も低いのに対し、指定階調が８０％のときには、青色光の波長領域に対する反射率が、緑
色光及び赤色光の波長帯域に対する反射率よりも高い。上記の分布が指定階調に依存する
のは、画素Ｐ３内の光学部材の光学特性の波長分散が指定階調に依存するからである。
【００３８】
　図７は、画素Ｐ３の表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。反射型液晶表示装
置３００は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置であるから、画素Ｐ３の表示色の色
味としては、無彩色の色味（ｘ＝０．３１１３、ｙ＝０．３１８）が好ましい。しかし、
図７に示すように、画素Ｐ３の表示色の色味は、無彩色の色味からかけ離れてしまう。ま
た、図７に示すように、ｘｙ色度図において表示色の色味と無彩色の色味との距離が最も
長くなる指定階調は、１００％である。つまり、白表示のときに色味のズレが最大となっ
てしまう。
【００３９】
＜Ａ－２：対比＞
　前述したように、反射型液晶表示装置１００のサブ画素Ｗは、反射型液晶表示装置３０
０の画素Ｐ３と同様の構造を有するから、サブ画素Ｗの表示色の色味と無彩色の色味との
間にも、図７と同様のズレが生じる。そこで、反射型液晶表示装置１００では、データ線
駆動回路２２が、各画素Ｐ１に係る決定過程において、このズレを打ち消すように、当該
画素Ｐ１を構成するサブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を決定するようにしている。
【００４０】
　図８は、画素Ｐ１の指定階調（％）と、当該画素Ｐ１を構成するサブ画素Ｗ，Ｂ及びＲ
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の指定階調（％）との対応関係を示す図である。図８から明らかなように、画素Ｐ１に指
定されうる階調としては、複数の階調（１００％、８０％、６０％、４０％、２０％及び
０％）が用意されており、これらの階調の各々には、サブ画素Ｗの指定階調（第１階調）
と、サブ画素Ｂの指定階調（第２階調）と、サブ画素Ｒの指定階調（第２階調）とが予め
対応付けられている。なお、画素Ｐ１の指定階調が０％の場合について図示を略したのは
、液晶層５３がノーマリーブラックの液晶で形成されているからである。
【００４１】
　図８に示す対応関係は予め定められており、データ線駆動回路２２は、画素Ｐ１の指定
階調に予め対応付けられた指定階調に応じた電圧を、当該画素Ｐ１を構成するサブ画素Ｗ
，Ｂ及びＲに印加することにより、当該画素Ｐ１に係る決定過程及び印加過程を実行し、
当該画素Ｐ１を駆動する。なお、サブ画素について「駆動」とは、当該サブ画素が備える
液晶素子に電圧を印加して当該液晶素子を駆動することをいう。
【００４２】
　図８に示す対応関係は、用意された複数の階調が青色に関する二つの階調を含むように
定められている。青色に関する二つの階調間では、画素Ｐ１の指定階調に対応するサブ画
素Ｗの指定階調を第１階調とし、当該画素Ｐ１の指定階調に対応するサブ画素Ｂの指定階
調を第２階調としたとき、第１階調に対する第２階調の比が互いに異なる。例えば、第１
階調に対する第２階調の比は、ある画素Ｐ１の指定階調が１００％の場合には１００／１
００＝１となり、当該画素Ｐ１の指定階調が８０％の場合には１００／６０＝５／３とな
る。
【００４３】
　また、図８に示す対応関係は、用意された複数の階調が赤色に関する二つの階調を含む
ように定められている。赤色に関する二つの階調間では、画素Ｐ１の指定階調に対応する
サブ画素Ｗの指定階調を第１階調とし、当該画素Ｐ１の指定階調に対応するサブ画素Ｒの
指定階調を第２階調としたとき、第１階調に対する第２階調の比が互いに異なる。例えば
、第１階調に対する第２階調の比は、ある画素Ｐ１の指定階調が６０％の場合には１００
／６０＝５／３となり、当該画素Ｐ１の指定階調が４０％の場合には８０／４０＝２とな
る。
【００４４】
　ここで、図８に示す対応関係の定め方について説明する。
　まず、画素Ｐ１の指定階調が１００％の場合の、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を定
める。具体的には、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を共に１００％とする。裏を返せば
、反射型液晶表示装置１００は、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を共に１００％とした
ときに白色に近い色が表示されるように設計されている。
【００４５】
　図６に示すように、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調が１００％の場合、無着色部（サ
ブ画素Ｗ、透明部Ｂ２及び透明部Ｒ２）の反射率は、赤色光については約０．３２、緑色
光については約０．３３、青色光については約０．２８となる。したがって、青色部Ｂ１
の反射率は約０．２８となり、赤色部Ｒ１の反射率は約０．３２となる。実際には、カラ
ーフィルタの存在により、青色部Ｂ１の反射率は、無着色部における青色光の反射率より
も弱くなるが、ここでは、両者が等しいものとして説明する。これは、赤色部Ｒ１につい
ても同様である。
【００４６】
　図２に示すように、画素Ｐ１の表示領域における、無着色部と青色部Ｂ１と赤色部Ｒ１
との面積比は、１０：１：１である。したがって、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を共
に１００％としたときの、画素Ｐ１の反射光における、赤色光と緑色光と青色光との光量
比は、およそ、０．３２×１０＋０．３２×１：０．３３×１０：０．２８×１０＋０．
２８×１＝３．６２：３．３：３．０８となる。
【００４７】
　緑色光の光量に対する赤色光の光量の比は３．６２／３．３＝約１．１となるから、画
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素Ｐ３の反射光における、緑色光の光量に対する赤色光の光量の比（０．３２／０．３３
＝約０．９６）よりも大きい。これと同様に、緑色光の光量に対する青色光の光量の比は
３．０８／３．３＝約０．９３となるから、画素Ｐ３の反射光における、緑色光の光量に
対する青色光の光量の比（０．２８／０．３３＝約０．８５）よりも大きい。したがって
、図９に示すように、画素Ｐ１の表示色の色味と無彩色の色味（ｘ＝０．３１１３、ｙ＝
０．３１８）との相違は、画素Ｐ３の表示色の色味と無彩色の色味との相違よりも小さく
なる。
【００４８】
　次に、画素Ｐ１の指定階調が８０％の場合の、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を定め
る。サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を共に８０％と仮定した場合、無着色部（サブ画素
Ｗ、透明部Ｂ２及び透明部Ｒ２）の反射率は、図６に示すように、赤色光については約０
．２２、緑色光については約０．２９、青色光については約０．３１となる。したがって
、画素Ｐ１の反射光における、赤色光の光量と緑色光の光量と青色光の光量との比は、お
よそ、０．２２×１０＋０．２２×１：０．２９×１０：０．３１×１０＋０．３１×１
＝２．４２：２．９：３．４１となる。よって、緑色光の光量に対する赤色光の光量の比
は２．４２／２．９＝約０．８３となり、緑色光の光量に対する青色光の光量の比は３．
４１／２．９＝約１．１８となる。
【００４９】
　０．８３は前述の１．１よりも著しく小さく、１．１８は前述の０．９３よりも著しく
大きいから、画素Ｐ１の表示色と無彩色との色味の相違が、画素Ｐ１の指定階調が１００
％の場合の相違よりも大きくなってしまう。そこで、指定階調が８０％の画素Ｐ１の表示
色の色味が、指定階調が１００％の画素Ｐ１の表示色の色味に近づくように、サブ画素Ｂ
及びＲの指定階調を定める。つまり、画素Ｐ１の反射光において、赤色光の割合が大きく
なり、青色光の割合が小さくなるように、サブ画素Ｂ及びＲの指定階調を定める。
【００５０】
　サブ画素Ｒの指定階調が下がるほど、画素Ｐ１の反射光におけるサブ画素Ｒの反射光の
割合は小さくなる。また、図６から明らかなように、無着色部の表示色の階調が下がるほ
ど、無着色部の反射光に占める赤色光の割合は小さくなる。よって、サブ画素Ｒの指定階
調を上げれば、画素Ｐ１の反射光における赤色光の割合を大きくすることができる。そこ
で、画素Ｐ１の指定階調が８０％の場合のサブ画素Ｒの指定階調を、８０％ではなく、１
００％とする。
【００５１】
　一方、サブ画素Ｂの指定階調が下がるほど、画素Ｐ１の反射光におけるサブ画素Ｂの反
射光の割合は小さくなる。したがって、画素Ｐ１の反射光における青色光の割合を小さく
するためには、サブ画素Ｂの指定階調を下げるのが自然である。しかし、図６から明らか
なように、このため、サブ画素Ｂの指定階調を１００％から８０％を経て６０％に低下さ
せた場合、無着色部の反射光における青色光の反射率は高くなってから低くなる。つまり
、指定階調が８０％の画素Ｐ１の反射光における青色光の割合を十分に小さくする方法と
しては、サブ画素Ｂの指定階調を８０％から６０％に下げる方法の他に、８０％から１０
０％に上げる方法がある。
【００５２】
　前者の方法では、サブ画素Ｂの反射光における青色光の割合が大きくなるのに対し、後
者の方法では、サブ画素Ｂの反射光における青色光の割合が小さくなる。ここでは、青色
光の割合を小さくすることを目的としているから、好適なのは後者である。よって、後者
を採用し、画素Ｐ１の指定階調が８０％の場合のサブ画素Ｂの指定階調を、８０％ではな
く、１００％とする。
【００５３】
　そして、画素Ｐ１の表示色の階調を約８０％とするために、サブ画素の指定階調を６０
％とする。図６に示すように、指定階調が６０％の場合、無着色部の反射率は、赤色光に
ついては約０．１５、緑色光については約０．１７、青色光については約０．２４となる
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から、サブ画素Ｗの指定階調を６０％、サブ画素Ｂ及びＲの指定階調を共に１００％とし
た場合、画素Ｐ１の反射光における、赤色光と緑色光と青色光との光量比は、およそ、０
．１５×４＋０．３２×６＋０．３２×１：０．１７×４＋０．３３×６：０．２４×４
＋０．２８×６＋０．２８×１＝２．８４：２．６６：２．９２となり、緑色光に対する
赤色光の光量比は２．８４／２．６６＝約１．０７となり、緑色光に対する青色光の光量
比は２．９２／２．６６＝約１．１となる。
【００５４】
　１．１－１．０７＝０．０３＜１．１－０．８３＝０．２７であり、１．１－０．９３
＝０．１７＜１．１８－０．９３＝０．２５であるから、サブ画素Ｂ及びＲの指定階調を
共に１００％とし、サブ画素Ｗの指定階調を６０％とすることにより、画素Ｐ１の反射光
において、緑色光に対する赤色光の光量比は１．１に近づき、緑色光に対する青色光の光
量比は０．９３に近づく。
【００５５】
　次に、画素Ｐ１の指定階調が６０％の場合の、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を定め
る。サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を共に６０％と仮定した場合、無着色部の反射率は
、図６に示すように、赤色光については約０．１５、緑色光については約０．２２、青色
光については約０．２４となる。そして、画素Ｐ１の反射光における、赤色光の光量と緑
色光の光量と青色光の光量との比は、およそ、０．１５×１０＋０．１５×１：０．２２
×１０：０．２４×１０＋０．２４×１＝１．６５：２．２：２．６４となる。よって、
緑色光の光量に対する赤色光の光量の比は１．６５／２．２＝約０．７５となり、緑色光
の光量に対する青色光の光量の比は２．６４／２．２＝約１．２となる。
【００５６】
　０．７５は１．１よりも著しく小さく、１．２は０．９３よりも著しく大きいから、８
０％の場合と同様に、サブ画素Ｂ及びＲの指定階調を定める。具体的には、サブ画素Ｂの
指定階調を２０％とし、サブ画素Ｒの指定階調を１００％とする。サブ画素Ｂの指定階調
が２０％の場合、図６に示すように、透明部Ｂ２の反射率は、赤色光については約０．０
５となり、緑色光については約０．０７５となり、青色光については約０．０９となる。
【００５７】
　したがって、サブ画素Ｗの指定階調を６０％、サブ画素Ｂの指定階調を２０％、サブ画
素Ｒの指定階調を１００％とした場合、画素Ｐ１の反射光における、赤色光と緑色光と青
色光との光量比は、およそ、０．１５×４＋０．３２×３＋０．０５×３＋０．３２×１
：０．１７×４＋０．３３×３＋０．０７５×３：０．２４×４＋０．２８×３＋０．０
９×３＋０．０９×１＝２．０３：１．８９５：２．１６となり、緑色光に対する赤色光
の光量比は２．０３／１．８９５＝約１．０７となり、緑色光に対する青色光の光量比は
２．１６／１．８９５＝約１．１４となる。
【００５８】
　１．１－１．０７＝０．０３＜１．１－０．７５＝０．３５であり、１．１４－０．９
３＝０．２１＜１．２－０．９３＝０．２７であるから、サブ画素Ｂの指定階調を２０％
とし、サブ画素Ｒの指定階調を１００％とし、サブ画素Ｗの指定階調を６０％とすること
により、画素Ｐ１の反射光において、緑色光に対する赤色光の光量比は１．１に近づき、
緑色光に対する青色光の光量比は０．９３に近づく。
　このような定め方で、画素Ｐ１の指定階調が４０％及び２０％の場合についても、サブ
画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調を定める。
【００５９】
　図１０は、画素Ｐ１及び画素Ｐ３の表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。本
実施形態では、画素Ｐ１の指定階調とサブ画素Ｗ，Ｂ及びＲの指定階調とが上述したよう
に対応付けられているから、図１０に示すように、用意された複数の階調の各々において
、画素Ｐ１の表示色の色味と無彩色の色味（ｘ＝０．３１１３、ｙ＝０．３１８）との相
違が、画素Ｐ３の表示色の色味と無彩色の色味との相違よりも小さくなる。この結果、用
意された複数の階調にわたる画素Ｐ１の表示色の色味の変動範囲は、用意された複数の階
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調に対する画素Ｐ３の表示色の色味の変動範囲よりも狭くなる。
【００６０】
　すなわち、反射型液晶表示装置１００によれば、複数のサブ画素で構成される画素Ｐ１
を備え、複数のサブ画素は、無着色のサブ画素Ｗと青色のサブ画素Ｂと赤色のサブ画素Ｒ
とを含むから、サブ画素Ｂによって青色を、サブ画素Ｒによって赤色を表示することがで
きるから、表示色と無彩色との色味のズレを抑制することができる。
【００６１】
＜Ｂ：変形例１＞
　図１１は、第１実施形態を変形して得られる変形例１に係る反射型液晶表示装置が備え
る画素Ｐ４の平面図である。図１１に示すように、画素Ｐ４は、サブ画素Ｗ及びＢを備え
る一方、サブ画素Ｒを備えない。また、サブ画素Ｂの表示領域と、サブ画素Ｂが備えるカ
ラーフィルタ５７Ｂとは、図１１の紙面垂直方向（Ｚ方向）において完全に重なっている
。前述したように、白表示のときに無着色部に表示される色は、黄色に近い黄緑色となる
から、サブ画素Ｒを備えずとも、画素Ｐ４の指定階調とサブ画素Ｗ及びＢの指定階調とを
適切に対応付けておくことにより、色味のズレを、ある程度抑制することができる。なお
、第１実施形態と同様に、サブ画素Ｂが無着色の透明部を備えるようにしてもよい。
【００６２】
＜Ｃ：変形例２＞
　図１２は、第１実施形態を変形して得られる変形例２に係る反射型液晶表示装置が備え
る画素Ｐ５の平面図である。図１２に示すように、画素Ｐ５は、サブ画素Ｗ，Ｂ及びＲに
加え、サブ画素Ｇを備える。サブ画素Ｇは、可視光の波長帯域のうち、緑色光の波長帯域
の透過率が高く、他の波長帯域の透過率が低いカラーフィルタを備える。また、サブ画素
Ｂ，Ｒ及びＧの各々において、その表示領域と、そのカラーフィルタとは、図１２の紙面
垂直方向（Ｚ方向）において完全に重なっている。この反射型液晶表示装置によれば、サ
ブ画素Ｗの表示色が如何なる有彩色であっても、画素Ｐ５の表示色の色味のズレを抑制す
ることができる。なお、サブ画素Ｂ，Ｒ及びＧのうち少なくとも一つが、第１実施形態と
同様に、無着色の透明部を備えるようにしてもよい。
【００６３】
＜Ｄ：変形例３＞
　第１実施形態では、サブ画素Ｂ及びＲが透明部を備えることにより、画素の反射率の低
下を抑制しているが、これを変形し、カラーフィルタ５７Ｂ及び５７Ｒを薄くすることに
よって画素の反射率の低下を抑制するようにしてもよい。この変形は、変形例１及び２に
対しても可能である。また、カラーフィルタとして、光学フィルムを採用してもよい。
【００６４】
＜Ｅ：第２実施形態＞
　図１３は、本発明の第２実施形態に係る反射型液晶表示装置（第２の反射型液晶表示装
置）２００の全体構成を示す図である。反射型液晶表示装置２００は、モノクローム表示
の反射型液晶表示装置であり、反射型液晶表示装置３００を変形して得られる。反射型液
晶表示装置２００は、画素Ｐ３に代えて画素Ｐ２を備える。
【００６５】
　図１４は、画素Ｐ２の断面図である。図１４に示すように、画素Ｐ２が画素Ｐ３と異な
るのは、偏光板５６に代えて偏光板５８を備える点のみである。図１５は、偏光板５６の
透過率の波長分散を示す図であり、図１６は、偏光板５８の透過率の波長分散を示す図で
ある。両図から明らかなように、偏光板５８が偏光板５６と異なるのは、可視光の波長帯
域のうち青色光の波長帯域に対する透過率が他の波長帯域に対する透過率よりも高い点で
ある。換言すれば、偏光板５８は、可視光の波長帯域のうち青色光の波長帯域に対する偏
光度が他の波長帯域に対する偏光度よりも低い点で、偏光板５６と異なる。
【００６６】
　図１７は、白表示の場合の画素Ｐ２及び画素Ｐ３の反射率の波長分散を示す図である。
図１７に示すように、比較例に係る画素Ｐ３においては、可視光の波長帯域のうち特に青
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色光の波長帯域において反射率が低下しているが、反射型液晶表示装置２００の画素Ｐ２
では、その低下が抑制されている。この結果、図１８のｘｙ色度図に示すように、反射型
液晶表示装置２００における白表示の場合の表示色の色味と無彩色の色味とのズレは、比
較例におけるズレよりも小さくなる。
【００６７】
＜Ｆ：変形例４＞
　第２実施形態を変形し、偏光板５８に代えて、可視光の波長帯域のうち赤色光の波長帯
域に対する透過率が他の波長帯域に対する透過率よりも高い偏光板を用いてもよいし、可
視光の波長帯域のうち青色及び赤色光の波長帯域に対する透過率が他の波長帯域に対する
透過率よりも高い偏光板を用いてもよい。また、モノカラー表示を行うようにしてもよい
。モノカラー表示の場合でも、最高階調の表示色の色ズレの抑制は有益である。
【００６８】
＜Ｇ：変形例５＞
　第１実施形態を変形し、モノカラー表示を行うようにしてもよい。この場合、データ線
駆動回路２２とは異なるデータ線駆動回路（第２駆動部）が必要となる。また、各画素は
、単一の有彩色（第１色）の第１サブ画素と、第１色とは色味が異なる第２色の第２サブ
画素とを含むことになる。また、最高階調から最低階調までの複数の階調の各々には、第
１サブ画素の指定階調（第３階調）と、第２サブ画素の指定階調（第４階調）とが予め対
応付けられ、第２駆動部は、これらのサブ画素の各々に対して、階調信号ｇで指定された
階調に対応する階調に応じた電圧を印加することになる。この形態の反射型液晶表示装置
（第３の反射型液晶表示装置）によれば、モノカラー表示の場合でも、最高階調の表示色
の色ズレや階調間の色ズレを抑制することができる。なお、画素が、第１色とも第２とも
色味が異なる色の１以上のサブ画素を更に含むようにしてもよい。
【００６９】
＜Ｈ：応用例＞
　次に、以上の各態様に係る反射型液晶表示装置１００又は２００を利用した電子機器に
ついて説明する。図１９乃至図２１には、反射型液晶表示装置１００又は２００を表示装
置として採用した電子機器の形態が例示されている。
【００７０】
　図１９は、反射型液晶表示装置１００又は２００を採用した可搬型のパーソナルコンピ
ュータの構成を示す斜視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表
示する反射型液晶表示装置１００又は２００と、電源スイッチ２００１やキーボード２０
０２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００７１】
　図２０は、反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯電話機の構成を示す斜
視図である。携帯電話機３０００は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン
３００２と、各種の画像を表示する反射型液晶表示装置１００又は２００とを備える。ス
クロールボタン３００２を操作することによって、反射型液晶表示装置１００又は２００
に表示される画面がスクロールされる。
【００７２】
　図２１は、反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯情報端末（ＰＤＡ：Pe
rsonal Digital Assistants）の構成を示す斜視図である。携帯情報端末４０００は、複
数の操作ボタン４００１および電源スイッチ４００２と、各種の画像を表示する反射型液
晶表示装置１００又は２００とを備える。電源スイッチ４００２を操作すると、住所録や
スケジュール帳といった様々な情報が反射型液晶表示装置１００又は２００に表示される
。
【符号の説明】
【００７３】
　１０……表示面、２０，３０……ドライバＩＣ、２２，２４……データ線駆動回路、５
２……反射電極、５３……液晶層、５６，５８……偏光板、５７Ｂ，５７Ｒ……カラーフ
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